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平成23年度行政評価結果
国民年金保険料の便利でお得な納め方
情報ひろば
子育てカレンダー　　
市民活動サロン
生涯学習コーナー
フォトニュース
もったいない市開催に向けて

守谷は　こんなまち

　市民交流プラザで、ようこそ守谷へ2011が市民主体の実行委
員会によって開催されました。今年で15年目となるこの企画は、
新しく市民になられた方に一日も早く守谷に溶け込んでいただけ
るよう行われています。当日は、守谷高校の生徒による吹奏楽、
市民による音楽発表、物産品無料配布などが行われ、参加者は守
谷の魅力を再発見していたようでした。

ようこそ守谷へ 2011（１月 14日）
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年　　月 主な出来事
2002 年

（平成 14年）
2月 守谷市誕生（守谷市市制施行）

・・守谷市シンボルマーク・キャッチ
フレーズ制定
・・福祉事務所スタート
松並、本町、百合ケ丘一・二・三丁
目の住所表示設定（守谷地区）

4月 守谷駅周辺一体型土地区画整理事業
区域・守谷東特定土地区画整理事業
区域内住所表示決定「中央・ひがし野」
都市軸道路　守谷トンネル工事開始
市制施行記念イベントDream Sight 
MORIYAフェスティバル開催

5月 都市計画道路坂町清水線開通（国道
294号向原交差点～野田牛久線区間）

8月 インターハイ開催（守谷市・水海道市・
岩井市でハンドボール競技）

12月 守谷市民活動支援センター開所
2003 年

（平成 15年）
8月 住民基本台帳カード交付開始
10月 総合窓口業務の日曜開庁開始

2004 年
（平成 16年）

5月 出前サロン事業開始（大野公民館、
中央公民館、高野公民館）

7月 守谷消費生活センター開設
守谷城址公園開園

9月 つくばエクスプレスレールウオーク
守谷大会開催

11月 国道 294 号乙子立体交差点起工式
守谷中学校新校舎完成
協働のまちづくり市民会議発足

12月 守谷東特定土地区画整理事業の換地
処分。住所表示設定「ひがし野一丁
目～三丁目」

2005 年
（平成 17年）

3月 守谷地区交番移転開所式
南守谷交番開所式

年　　月 主な出来事
2005 年

（平成 17年）
4月 水道事務所と下水道課が統合（上下

水道事務所となる）
男女共同参画推進計画策定
次世代育成支援対策行動計画「のび
ゆく守谷子ども未来プラン」策定

7月 神奈川県南足柄市と「災害時相互応
援に関する協定書」締結

8月 都市軸道路開通式（守谷トンネル下
り線開通）
つくばエクスプレス開業

市内バス路線網を守谷駅起点として
整備
つくばエクスプレス開業記念イベント
きらめき守谷夢彩都フェスタ2005開催

10 月 第 18回国勢調査  人口 53,700 人
2006 年

（平成 18年）
2月 守谷駅周辺一体型土地区画整理事業

地内宅地分譲開始
8月 つくばエクスプレス開業1周年記念イベント

きらめき守谷夢彩都フェスタ2006開催
守谷トンネル上り線開通。記念イベ
ント　守谷トンネルウオーク開催

9月 協働のまちづくり推進条例制定
暴力追放都市宣言

2007 年
（平成 19年）

3月 メールサービス　メールもりや開始
10月 地域子育て支援センター夢っ子開所

　守谷市は平成 14年２月２日に誕生し、今年で 10周年です。この 10年間は、つくばエクスプレス
の開業など、守谷市に大きな変化をもたらしました。今回は、市制施行 10周年を記念し、市の歩みを
年表と写真で振り返ります。また、今年は未来に向けた新たな出発点として、さらなる発展を目指し、
各種事業を実施します。守谷産の食材を使った料理コンテスト、市民フォトコンテスト、街角花壇な
どを企画しています。ぜひ、ご参加ください。

10年の歩み
守谷市市制施行 10周年
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●守谷市市制施行 10 周年事業の詳細は、市役所
秘書課（内線 322）までお問い合わせください。
　http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/
0120/10anniversary/

年　　月 主な出来事
2008 年

（平成 20年）
4月 指定管理者制度導入

南守谷児童センター開館

市民交流プラザ開館
5月 ポイ捨て等防止に関する条例施行
6月 住みよさランキング（東洋経済新報

社）で守谷市が総合 1位
2009 年

（平成 21年）
3月 男女共同参画推進条例制定
4月 まちづくり特例市の指定

川西地区 簡易水道事業を上下水道事
業へ統合
私立保育園 2園が開園
人口 6万人突破（住民基本台帳人口）

6月 パスポート交付申請・発給業務開始
7月「アワーズもりや」オープン
8月 新コミュニティバス「モコバス」・新

規路線バス北守谷急行バス運行開始
2010 年

（平成 22年）
2月 守谷駅周辺一体型土地区画整理事業

換地処分。住所表示設定「中央一丁
目～四丁目」

3月 都市軸道路　大柏地内一部及び松並
～つくばみらい市成瀬区間　開通

10月 新規路線バス地域間交流バス運行開始
第 19回国勢調査  人口 62,434 人

2011 年
（平成 23年）

1月 都市軸道路　大柏地内一部区間開通
3月 東日本大震災発生
6月 守谷小学校校舎改築工事起工式
12月 守谷市原東土地区画整理事業起工式

守谷市松並土地区画整理事業起工式
2012 年

（平成 24年）
2月 守谷市市制施行 10周年

　守谷市市制施行 10 周年にあたり、
一言ごあいさつを申し上げます。
　守谷市は、平成 14 年（2002 年）
２月２日、茨城県で 22 番目の市とし
て誕生しました。この度、記念すべ
き 10 周年の節目を迎えることができ
ましたことは、市民の皆様、関係機関
の皆様のご尽力とともに、市政に対
するご理解とご協力の賜物であると、

心から感謝申し上げます。市では、10 周年を未来に
向けた新たな出発点として、さらなる発展を目指し
て市政の円滑な運営に取り組んでまいります。
　この10年間において、特に、平成17年８月に「つ
くばエクスプレス」が開業し、利便性が格段に向上し
ました。人口も急増し、市制施行当時約５万１千人で
あった人口が、今では約６万３千人にまでなっており
ます。平成 22年には守谷駅周辺一体型土地区画整理
事業による宅地開発が完了し、さらに現在、松並地区
の土地区画整理事業等により質の高い居住環境づくり
が進められており、茨城県の玄関口としてふさわしい
魅力あるまちづくりが着実に進んでおります。
　平成 24 年は、これから 10 年間のまちづくりの指
針となる「第二次守谷市総合計画」のスタートの年
でもあります。今後は、この総合計画に定めました
守谷市の将来像「緑きらめき　人が輝く　絆つなぐ
まち　もりや」の実現を目指し、誰もが「住んでよかっ
た」と心から思えるまちづくりを、市民の皆様との
協働により進めてまいりますので、皆様のなお一層
のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　守谷市市制施行 10 周年を迎え、守
谷市議会を代表してお祝いを申し上
げます。
　守谷市は、平成 14 年２月２日、合
併による市制施行が多い中、単独で
市制を施行しました。昭和 30 年、１
町３か村が合併し守谷町が誕生した
当時は、人口が１万２千人程度の純
農村地帯でありましたが、都心から

40 ｋｍ圏内という地理的条件から住宅開発が進めら
れ、昭和から平成へと時代は移り、つくばエクスプ
レスが開業し、６万人を超えるまでに成長してまい
りました。
　さらに今後も、交通の利便性を活かしながら、豊
かな自然環境の保全に配慮した都市機能の充実を図
ることにより、茨城県の玄関口として、ますますの
発展が期待されております。
　市議会といたしましても、市民のニーズを的確に
捉え、社会福祉、都市基盤の充実はもとより、次世
代育成に取り組み、豊かな心を育み、住みやすい守
谷市のため、民意を市政に反映し、最善の努力をい
たす所存でございます。
　ここに、守谷市発展のために、ご尽力を賜りまし
た市民の皆様、また、ご指導、ご協力を賜りました
関係各位に感謝申し上げるとともに、ますますのご
活躍を祈念し祝辞といたします。

守谷市長
会田  真一

守谷市議会議長
伯耆田  富夫

守谷市市制施行 10周年
ごあいさつ



広報もりや 2012.2.10 4

「
仕
事
」
を
「
事
務
事
業
」
と

位
置
付
け
、
前
年
度
に
実
施
し

た
全
て
の
事
務
事
業
が
行
政
評

価
の
対
象
で
す
。
今
年
度
は
６

４
８
事
業
で
、
昨
年
度
の
６
５

４
事
業
に
比
べ
、
６
事
業
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

務
事
業
ご
と
に
「
事
務
事
業
評

価
表
」
を
作
成
し
、
事
業
目
的

や
成
果
の
現
状
を
明
記
し
、
そ

れ
を
踏
ま
え
た
上
で
実
績
評
価

と
次
年
度
の
方
向
性
を
記
述
し

て
い
ま
す
。
事
務
事
業
評
価
表

で
の
評
価
は
、
担
当
お
よ
び
課

長
に
よ
る
１
次
評
価
、
担
当
部

長
に
よ
る
２
次
評
価
と
２
段
階

に
分
か
れ
て
お
り
、い
ず
れ
も
、

目
的
の
妥
当
性
（
事
業
の
目
的

設
定
は
適
切
か
？
）、
成
果
の
有

効
性
（
成
果
を
伸
ば
す
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
？
）、
効
率
性

（
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
適

切
か
？
）、
公
平
性
（
受
益
者
負

担
・
機
会
は
公
平
か
？
）
の
視

点
に
立
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

　

評
価
結
果
は
、
次
年
度
以
降

の
事
務
事
業
を
計
画
・
実
施
す

る
際
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
成

果
を
点
検
し
、
効
果
的
な
行
政

運
営
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
市
が
評
価
す
る
の
は
、

目
標
と
す
る
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
の
手
段
で
あ
る「
施
策
」

と
、
そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具

体
的
手
段
で
あ
る「
事
務
事
業
」

の
２
種
類
で
す
。

　

今
年
度
は
後
期
基
本
計
画
の

最
終
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

「
第
二
次
守
谷
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
」（
計
画
年
度
24

〜
28
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
の
課
題
を
新
た
に

捉
え
直
し
た
結
果
、
次
年
度
以

降
は
27
施
策
に
整
理
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、

「
守
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」（
計
画
年
度
19
〜
23
年

度
）の
31
施
策
を
実
績
評
価
し
、

「
第
二
次
守
谷
市
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
」（
計
画
年
度
24

〜
28
年
度
）
の
27
施
策
に
つ
い

て
、
次
年
度
の
取
組
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　

施
策
評
価
は
１
次
評
価
と
２

次
評
価
が
あ
り
ま
す
。
２
次
評

価
は
、
市
長
や
部
長
に
よ
る
全

庁
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
評
価

で
、
次
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
と
直
結
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
全
施
策
の
現
水
準
を
確

認
し
、
行
政
運
営
に
係
る
課
題

を
設
定
し
、
次
年
度
重
点
的
に

実
施
す
る
施
策
を
決
定
し
、
市

の
「
経
営
方
針
」
と
し
て
ま
と

め
ま
す
。
こ
の
経
営
方
針
に
基

づ
い
て
、
次
年
度
の
予
算
配
分

が
行
わ
れ
、
施
策
や
事
務
事
業

が
実
行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
施

策
評
価
に
は
、
成
果
指
標
値
に

市
民
意
見
（
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
）等
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
行
政
評
価
で
は
、「
施

策
」を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
、

つ
ま
り
市
職
員
が
行
っ
て
い
る

平
成
平
成
2323
年
度
行
政
評
価
結
果

年
度
行
政
評
価
結
果

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

市
の
仕
事
を
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
行
っ
た
施
策
評
価
（
平
成
24
年
度
施
策
の
方
向
性
）
お
よ
び
事
務
事
業
評
価
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

今
年
度
は
施
策
の
転
換
期

今
年
度
は
施
策
の
転
換
期

施
策
評
価

施
策
評
価

事
務
事
業
評
価

事
務
事
業
評
価

【守谷市の政策体系】 【守谷市行政評価システム】

事務事業事務事業
（施策を達成するための具体的手段）（施策を達成するための具体的手段）

庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を次年度経営方針として決定

全庁政策会議
市長・副市長・教育長・部長などで、施策の２次評価結
果をもとに、次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全
庁的に検討します。

施策評価（１次評価）
施策の主管課長と関係課長で、成果水準や今後の課題な
どについて検討します。　※基本事業を考慮の上、検討

施策評価（２次評価）
市長ほか特別職・部長などが成果水準から見た貢献度、
重点課題から見た優先度について評価します。

事務事業評価（２次評価）
１次評価結果を受け、担当部長が全庁的な視点で評価し
ます。

事務事業評価（１次評価）
担当係長および課長が中心となり、事業の成果や施策へ
の貢献度について評価し、改革改善について検討します。

事務事業の執行

基本事業基本事業
（施策の具体的方向性）（施策の具体的方向性）

施策施策
（将来像を実現するための手段）（将来像を実現するための手段）

政策政策
（基本政策）（基本政策）

将来像

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線 331・333
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達
成100％以上

未
達
成

80％以上
100％未満

80％未満

●施策評価や事務事業評価に係る評価表・集計結果および経営方針や市民アンケート結果など、詳
細は市ホームページのほか、市役所企画課・総合窓口課、中央図書館の窓口で閲覧できます。

●主な施策の達成状況と
　次年度の方向性

守谷市総合計画後期基本計画
〔31施策中17 施策を掲載〕

施策名 達成率
平成22年度成果指標

（仕事の達成度を測るための指標）
指　　標 目標値 実績値

のびのび育ちいきい
き子育て支援の充実

保育所の待機児童（人） 15 134
子どもにやさしいまちだと思っ
ている中・高校生の割合（％） 79.0 67.8

いきいきと暮らせる
高齢者福祉の推進

生きがいをもって元気に暮ら
している高齢者の割合（％） 79.0 81.7

健やかに暮らせる健
康づくりの推進

定期的に運動・散歩等を実践
している市民の割合（％） 39.5 42.4

良好な生活環境の保全
市街化区域内未利用地の雑草
除去率（％） 94.0 97.2

公害苦情件数（公害７項目）
（件） 25 54

環境に配慮したライ
フスタイルの実践

省エネなど環境負担低減への
取り組みを実践している市民
の割合（％）

77.0 86.1

みんなで進める廃棄物
の抑制と適切な処理

１人１日当たりごみ排出量
（ｇ） 845.0 814.9

資源化（リサイクル）率（％） 29.0 27.7
みんなで取り組む防
災対策の推進 防災訓練参加率（％） 8.00 1.03

市民生活を守る身近
な安全対策の充実 刑法犯認知件数（件） 1,180 937

個性と創造性を育む
子どもたちの育成

学校の授業が楽しく、勉強が
わかると感じている小・中学
生の割合（％）

84.0 69.7

有効な土地利用の推進 有効に土地利用がされている
と感じる市民の割合（％） 59.0 63.4

秩序ある市街地の形成
自分の住む地区は緑と調和し
たゆとりある住宅地があるま
ちだと感じる市民の割合（％）

80.0 84.3 

安全で快適な道路網
・交通体系の整備

1級市道の補修必要箇所対応
率（％） 80.00 57.12

バスは便利に利用できると感
じる市民の割合（％） 30.0 31.3

特色ある集客資源の
発信 イベントの来場者数（人） 28,000 60,000

協働によるまちづく
りの推進

まちづくり活動に参加した市
民の割合（％） 54.0 44.8

市民と協働で実施できた事業
数（事業） 48 32

地域で支えあうコミ
ュニティの充実

地域の課題が地域で解決され
ていると感じる市民の割合
（％）

40.0 45.7

計画的かつ効率的な
行政運営の推進

全事業に占める改革改善を行
った事務事業の割合（％） 30.0 23.4

健全な財政運営の推進
経常収支比率（％） 94.0 89.4

経常的自主財源額（億円） 105.00 110.73

※成果指標および取組方針が複数ある施策は抜粋して掲載
※色文字の施策は、全庁重点課題に直結する重点施策

第二次守谷市総合計画前期基本計画
〔27施策中14施策を掲載〕

新しい施策名
24年度
成果の
方向性

24年度
コストの
方向性

子育て支援の充実 ▲ ■

高齢者福祉の推進 ▲ ▽

健康づくりの推進 ▲ ■

生活環境の保全 ▲ ■

循環型社会の形成 ▲ ■

防災対策の推進 ▲ ■

防犯対策の推進 ▲ ■

学校教育の充実 ▲ ▽

調和の取れた市域
の形成 ▲ ▲

道路網・公共交通
体系の整備 ▲ ■

集客資源の創出と
充実 ■ ■

協働によるまちづ
くりの推進 ▲ ▲

地域コミュニティ
の充実 ▲ ▲

適正な行財政運営
の推進 ▲ ▽

成果向上を
目指す ▲

成果維持を
目指す ■

増加　▲

維持　■

削減　▽

達成率 成果の方向性 コストの方向性

広報もりや 2012.2.105
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の
は
速
や
か
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果（
概

要
）
に
つ
い
て
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

　

本
年
度
の
外
部
評
価
は
、
事

務
事
業
の
手
法
に
着
目
し
た
20

グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
選
定
し
て
い
な
い
全
７
グ

ル
ー
プ
と
平
成
18
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
に
外
部
評
価
の
対
象

と
な
っ
た
事
業
等
、
約
４
０
０

事
務
事
業
の
う
ち
47
事
務
事
業

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

内
部
評
価
結
果
（
事
務
事
業

評
価
表
）
を
再
評
価
し
た
上
で
、

事
業
内
容
や
疑
問
点
な
ど
に
つ

い
て
担
当
主
管
部
長
お
よ
び
主

管
課
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

外
部
評
価
員
同
士
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
後
に
外
部
評
価
結
果

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

外
部
評
価
の
視
点
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
平
・
公
正
で
市
民
ニ
ー
ズ

に
基
づ
い
て
い
る
か

②
民
間
で
で
き
な
い
か

③
効
率
性
や
有
効
性
、
成
果
は

ど
う
か

④
行
政
関
与
の
あ
り
方
は
ど
う
か

⑤
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
は
ど

う
か

⑥
類
似
事
業
と
の
統
合
・
連
携

の
余
地
は
ど
う
か

⑦
市
民
へ
の
説
明
は
十
分
か

　

外
部
評
価
で
は「
継
続
」、「
改

善
」、「
廃
止
」
の
３
つ
の
評
価

基
準
を
設
け
、
評
価
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
外
部
評
価
の
評
価
結

果
を
受
け
て
改
善
等
の
指
摘
を

受
け
た
事
務
事
業
に
対
し
て
、

市
の
取
り
組
む
方
向
性
を
「
市

の
方
針
」
と
し
て
決
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
改
善
で
き
る
も

　

市
が
導
入
し
て
い
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
職
員
が
自
ら
行
う
評
価
（
内
部
評
価
）
に
加
え
、

そ
の
結
果
を
第
3
者
（
市
民
）
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価
す
る
外
部
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
外
部
評
価
結
果
を
尊
重
し
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
運
営
や
効
率
的
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
事
務
事
業
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

外
部
評
価
の
概
要

外
部
評
価
の
概
要

外
部
評
価
の
視
点

外
部
評
価
の
視
点

外
部
評
価
結
果
と
市
の
方
針

外
部
評
価
結
果
と
市
の
方
針

■外部評価結果と市の方針（全体）

継　続 改　善 廃　止 合　計

外部評価 37 10 0 47

市の方針 39 8 0 47

（単位：事務事業数）

（単位：事務事業数）■外部評価結果と市の方針（グループ別）

グループ 区　分 評価内容 外部評価と市の方針の方向性
継続 改善 廃止 同じ方向性 異なる方向性

施設整備に着目した
2事業（全 17事業中）

外部評価 2 0 0 2 0市の方針 2 0 0 
許認可・審査に着目した
1事業（全 15事業中）

外部評価 1 0 0 1 0市の方針 1 0 0 
計画・調査に着目した
3事業（全 11事業中）

外部評価 2 1 0 3 0市の方針 2 1 0 
内部事務・その他に着目した
12事業（全 66事業中）

外部評価 8 4 0 11 1市の方針 9 3 0 
負担金・分担金に着目した
4事業（全 111事業中）

外部評価 4 0 0 4 0市の方針 4 0 0 
安全・安心に着目した
10事業（全 16事業中）

外部評価 9 1 0 10 0市の方針 9 1 0 
国際交流に着目した
5事業（全 5事業中）

外部評価 5 0 0 5 0市の方針 5 0 0 
平成 18～ 20年度外部評価から抽
出した 10事業（全 130事業中）

外部評価 6 4 0 9 1市の方針 7 3 0 
この評価結果の詳細は、市ホームページのほか、市役所企画課窓口でも閲覧できます。

平
成
平
成
2323
年
度　

行
政
評
価

年
度　

行
政
評
価

外
部
評
価
結
果

外
部
評
価
結
果

●問合先　市役所企画課　企画・政策推進G　内線 331・333
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7

国 民 年 金 保 険 料 の 便 利 で お 得 な 納 め 方国 民 年 金 保 険 料 の 便 利 で お 得 な 納 め 方
●問合先　土浦年金事務所　●問合先　土浦年金事務所　☎☎ 029-824-7121 ／市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106029-824-7121 ／市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106
　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　国民年金保険料を納め忘れのままにしておくと、老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金が受
給できなくなる恐れがあります（受給には一定の要件が必要）。もしもの時に後悔することがないよう、
月々の保険料は納付期限までに納めましょう（納付期限から 2年を経過すると時効により納められな
くなります）。納め方はいろいろな方法があり、割り引きされるものもあります。また、納めた保険料
全額が、社会保険料控除の対象となります。なお、納付が困難な方には、保険料免除制度、若年者納
付猶予制度、学生納付特例制度がありますのでお問い合わせください。

納め方いろいろ　国民年金保険料納め方いろいろ　国民年金保険料

　毎月の保険料は翌月末日までに
　日本年金機構から送付される納付書で納めます。
◆納付場所　全国の銀行、郵便局、コンビニエ
ンスストア（夜間、土・日曜日、祝日でも納
めることができます）

　前もってまとめて納めると保険料が割り引き！
　その年度の 1年度分（４月～翌年３月分）や
６か月分（４月～９月分／ 10 月～翌年３月分）
などの保険料をまとめて前払い（前納）すると、
保険料が割り引きされてお得です。

納付書につづられている前納期間以外を希望する方は、年金事務所へご相談ください。

　早割り（当月末日振替）なら月々50円割り引き！
　通常の口座振替の振替日は翌月末日ですが、
申し出で早割りの当月末日振替にすると月々 50
円割り引き（年間 600 円割り引き）になります。
※初回のみ２か月分（前月分＋当月分）の振り替え

　納付書（現金）で前納するよりお得
　その年度の１年度分（４月～翌年３月分）ま
たは６か月分（４月～９月分／ 10月～翌年３月
分）の保険料を口座振替でまとめて前納すると、
納付書で前納するよりも割引額が多くなります。

◆申込時期　口座振替が開始されるまでに申し込み後２か月程度かかります。口座振替での前納を希
望する方は、下記の申込期限までに、①年金手帳（または納付書）、②預金通帳、③預金通帳届出印
を持参の上、金融機関でお申し込みください。

１年前納 ４月～翌年３月分 ２月末日まで

６か月前納
４月～９月分 ２月末日まで
10月～翌年３月分 ８月末日まで

　口座振替前納申込期限

　クレジットカード納付は事前にお申し込みいただき、以後は継続的にクレジット会社が立替納付を
行うものです（クレジットカードを提示し、直接納付いただく方法ではありません）。
　クレジットカード納付を希望する場合は、市役所国保年金課または土浦年金事務所にお申し込みく
ださい。なお、クレジットカード納付では口座振替による毎月振替の早割りは適用されません。また、
１年度分・６か月分前納の割引額は現金納付の割引額となります。平成 24年度の前納のお申し込みは
２月末までです。詳しくは、年金事務所までお問い合わせください。

　パソコンや携帯電話、Pay-easy（ペイジー）マークのあるATMからも納めることができます。詳しくは、
ご利用の金融機関へお問い合わせください。日本年金機構ホームページでも利用方法を確認できます。

Ｑ　国民年金保険料を１年度分前納したけれど、途中で就職して厚生年金等に加入した場合、前納し
た保険料はどうなるの？

Ａ　厚生年金に加入した月以降の国民年金保険料は納める必要がありませんので、払い過ぎた保険料
は戻ってきます。後日、年金事務所から保険料をお返しする還付請求書が送付されますので、必要
事項を記入して返送すれば、あなたの指定した口座に振り込まれます。保険料還付請求書について
は、年金事務所までお問い合わせください（口座振替で引き落とし過ぎた保険料も同じ扱い）。

知って安心！　国民年金Ｑ＆A

●納付書（現金）で納付 ●納付書（現金）で前納（一括払い）

●口座振替で毎月納付　安心で便利！ ●口座振替で前納（一括払い）　さらにお得！

●クレジットカードで納付

●インターネットでらくらく納付

広報もりや 2012.2.107
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軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
（
基

準
日
）
現
在
の
軽
自
動
車
・
原
動
機

付
自
転
車
等
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

廃
車
、
譲
渡
、
盗
難
等
に
よ
り
、

す
で
に
手
元
に
な
い
場
合
は
３
月
中

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
つ
く
ば
・
土
浦
ナ
ン
バ
ー

の
軽
自
動
車
で
３
月
中
に
廃
車
・
名

義
変
更
等
の
手
続
き
を
行
っ
た
場
合

は
、
市
役
所
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

身体障がい者等の身体障がい者等の軽自動車の減免制度が変わります軽自動車の減免制度が変わります
●申請・問合先　市役所税務課　市民税Ｇ　内線 205～ 207

◎お手元に「身体障害者手帳」等を用意の上、下表をご確認ください
　平成 24年度から軽自動車税の身体障がい者等に係る減免の対象は、普通自動車税（県税）と同じに
なります。下表の要件を満たす場合に限り、減免となります。該当する方は、窓口で申請してください。
　なお、減免の対象となる軽自動車等は、障がい者の方 1人につき１台（普通自動車を含む）です。

身体障害者手帳
障がいの区分 １級２級３級４級５級６級
視覚障がい ● ● ● ●
聴覚障がい ● ●

平衡機能障がい ●
音声機能障がい

（こう頭摘出の場合に限る） ●

肢体不自由
上肢 ● ●
下肢 ● ● ● ○ ○ ○
体幹 ● ● ● ○

乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障がい

上肢機能 ● ●
移動機能 ● ● ● ● ● ●

心臓機能障がい ● ●
じん臓機能障がい ● ●
呼吸器機能障がい ● ●

ぼうこう・直腸機能障がい ● ●
小腸機能障がい ● ●

ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障がい ● ● ●

肝臓機能障がい ● ● ●

精神障害者保健福祉手帳
　障がいの等級が１級で、自立支援医
療受給者証（精神通院）もしくは医療
福祉費受給者証（マル福）の交付を受
けている方、または当該障がいの治療
のために通院をしている方

療育手帳

　判定が、最重度Ａまたは重度Ａの方

〈身体障がい者の等級について〉
　障がいの区分が２つ以上の場合には手
帳に記載されている障がいの区分の等級
のいずれかが該当することが必要です
（減免の可否は、手帳の総合等級ではな
く障がいの区分ごとの等級で判断されま
す）。ただし、障がい名が同一の障がい
区分で重複する場合には、総合等級で判
定することになります。
【例】
①総合等級 2級の方で、内訳が上肢 3級、
心臓 4級の場合は減免になりません。

②障がい名が右股関節７級、右膝関節７
級の場合の総合等級６級が、「肢体不
自由下肢の６級」となり障がい者の方
が運転する場合に限り減免になります。

※●が減免に該当する障がいの程度
　○は障がい者の方本人が運転をする場合に限り減免に該当

　所有者（納税義務者）は①本人、② 18歳未満の身体障がい者と生計を一つにする方、③精神障がい
者と生計を一つにする方のうち、いずれかの場合に限ります。ただし、減免対象者が平成 24年４月１
日以前に亡くなられている場合は、減免の対象にはなりませんので注意してください。

◎軽自動車等の所有者（納税義務者）が減免対象となるかご確認ください

軽
自
動
車
の
廃
車
・

軽
自
動
車
の
廃
車
・

住
所
変
更
等
は
３
月
中
に
！

住
所
変
更
等
は
３
月
中
に
！

ナンバー 車　　種 申請・問合先

守谷市
（町）

原動機付自転車（125cc
以下のバイク）、小型特
殊自動車（農耕車等）

市役所税務課
内線 207

つくば・
土浦

軽三輪・軽四輪乗用・
軽四輪貨物自動車

軽自動車検査協会
☎ 029-843-3535

軽二輪（126 ～ 250cc）
・二輪小型（251cc以上）
のバイク、普通自動車

ナンバーセンター
土浦
☎ 050-5540-2018
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所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

不
要
制
度
創
設

不
要
制
度
創
設

お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
確
定
申

告
、
ま
た
は
市･

県
民
税
（
住

民
税
）
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
雑
損

控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
に

よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け

　

守
谷
浄
水
場
で
は
、
非
常
用

発
電
設
備
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

点
検
時
の
電
源
切
替
に
要
す

る
数
秒
間
、
水
道
水
の
圧
力
が

一
時
的
に
低
下
し
、
蛇
口
か
ら

水
道
水
の
出
が
悪
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
故
障
に
よ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
点
検
日
時　

２
月
23
日
㈭
午

前
９
時
〜
正
午

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

事
業
Ｇ　

☎
48
・
１
８
４
２

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

水
道
水
圧
力
の
一
時
低
下

お知らせ

る
方

・・
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定

申
告
書
の
提
出
が
控
除
適
用

の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除

を
受
け
る
方

▼
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
申

告
が
必
要
な
方

・・
確
定
申
告
不
要
制
度
に
該
当

す
る
が
、
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
控
除（
社
会
保
険
料
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、

基
礎
控
除
等
）
以
外
の
各
種

控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

・・
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
る
方

▼
問
合
先　

確
定
申
告
に
つ
い

て　

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
０
２
９

７
・
66・１
３
０
３
／
住
民
税
に

つ
い
て　

市
役
所
税
務
課　

市

民
税
Ｇ　
内
線
２
０
５
〜
２
０
７

　

松
前
台
地
内
で
給
水
管
布
設

替
工
事
設
計
の
た
め
、
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
給
水
管
の
管
種
や

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を

確
認
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
敷

地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
す
る
者
は
、
市
が
発
行

す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
ご
確
認
の
必
要
な
方

は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
に
当
た

り
調
査
業
者
が
使
用
者
の
皆
さ 

上
水
道
現
地
調
査

上
水
道
現
地
調
査

ん
へ
調
査
費
用
を
請
求
し
た

り
、
水
道
管
等
の
修
理
を
勧
め

た
り
、
工
事
を
請
け
負
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
地
区　

松
前
台
六
丁

目
・
七
丁
目
▼
調
査
期
間　

７

月
17
日
㈫
ま
で
▼
調
査
業
者

常
陸
測
工
㈱

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

業
務
Ｇ　

☎
48
・
１
８
４
２

義
援
金
・
県
災
害
見
舞
金
の

義
援
金
・
県
災
害
見
舞
金
の

申
請
受
付
は
３
月

申
請
受
付
は
３
月
3030
日
ま
で

日
ま
で

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

世
帯
へ
の
次
の
義
援
金
等
の
申

請
受
付
が
３
月
30
日
㈮
で
終
了

し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

住
宅
が
半
壊
以
上
被

災
し
、
被
災
時
に
市
内
に
居
住

し
て
い
た
世
帯
▼
義
援
金
配
分

額　

住
宅
全
壊
１
１
９
万
５
８

０
８
円
／
住
宅
半
壊
59
万
７
９

０
４
円
（
日
本
赤
十
字
社
・
中

央
共
同
募
金
会
・
県
へ
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
を
配
分
）
▼
県
災

害
見
舞
金
支
給
額　

住
宅
全
壊

５
万
円
／
住
宅
半
壊
３
万
円
※

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給

付
を
受
け
る
方
は
対
象
外

▼
申
請
・
問
合
先　

市
役
所
社

会
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

内
線
１
６
１
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守
谷
市
原
東
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
係
る

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
内
容
に
意
見
の
あ

る
利
害
関
係
者
の
方
は
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

２
月
17
日
㈮
〜

３
月
1
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
▼
場
所　

市
役

所
都
市
計
画
課
▼
意
見
書
提
出

期
間　

２
月
17
日
㈮
〜
３
月
15

日
㈭
※
郵
送
可
（
当
日
消
印
有

効
）
▼
提
出
先　

〒
３
０
２-

０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９
５

０-

１　

守
谷
市
長　

会
田
真

一
宛
て
（
都
市
計
画
課
扱
い
）

▼
問
合
先　

市
役
所
都
市
計
画

課　

☎
45
・
１
９
６
３
（
直
通
） 

事
業
計
画
変
更
に
係
る

事
業
計
画
変
更
に
係
る

案
の
縦
覧

案
の
縦
覧

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
行
動
計
画
を
作
成

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
申
請
を
行
う
こ
と
で
、

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受

け
、「
く
る
み
ん
認
定
マ
ー
ク
」

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
広
告
や
商
品

等
に
表
示
し
、
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
企
業
で
あ
る
こ
と
の
周
知
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
企
業
の
取
組
内
容
や
認

定
の
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
事

例
集
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

事
例
集
を
ご
希
望
の
方
は
、

茨
城
労
働
局
（
☎
０
２
９･

２
２
４･

６
２
８
８
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
支
援
事
業

く
る
み
ん
認
定

く
る
み
ん
認
定

　

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル（
解
雇
、

い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
労
働
条

件
の
不
利
益
変
更
等
）
で
お
困

り
の
皆
さ
ん
の
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
（
無
料
）。

▼
問
合
先　

茨
城
労
働
局

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
２

常
総
総
合
労
働
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
０
２
６
４

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
サ
ポ
ー
ト

解
決
サ
ポ
ー
ト

　
「
パ
ー
プ
ル
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
は
女
性
に
対
す
る
性
暴
力

な
ど
、
思
わ
ぬ
困
難
や
被
害
に

直
面
し
た
と
き
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
。

▼
相
談
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全

国
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

０
１
２
０
・
９
４
１
・
８
２
６

パ
ー
プ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

パ
ー
プ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
な
「
外
来

診
療
」
を
受
け
た
と
き
、
一
か

月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
支
払

い
、
後
日
、
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
医
療
機
関
等
の
窓

口
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を

提
示
す
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
る
分
を
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
等
は
、
事
前
に
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
証
、
認
め
印
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
留
意
事
項

・・
す
で
に
認
定
証
等
を
お
持
ち

の
方
は
申
請
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん

・・
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が

あ
る
場
合
は
、
認
定
証
等
の

交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

要
相
談

・・
限
度
額
の
適
用
は
申
請
月
の

初
日
か
ら
と
な
り
ま
す

▼
申
請
・
問
合
先　

市
役
所
国

保
年
金
課　

保
険
年
金
Ｇ

内
線
１
０
２
〜
１
０
４

４
月
１
日
か
ら
高
額
療
養

４
月
１
日
か
ら
高
額
療
養

費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

高額な外来診療受診者 申請先 病院・薬局などでの利用方法

・70歳未満の方
・70歳以上 75歳未満で非課税世帯※の方

市役所
国保年金課

「認定証等」を提示する

・70歳以上 75歳未満で非課税世帯※ではない方 申請は不要 「高齢受給者証」を提示する

※非課税世帯とは、同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の世帯のこと
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ス
乳
剤
、
マ
リ
ッ
ク
ス
粉
剤
、

マ
リ
ッ
ク
ス
粒
剤
３
、
マ
リ
ッ

ク
ス
ベ
イ
ト
、
マ
ッ
ク-

Ｄ
乳

剤
、
チ
オ
ダ
ン
水
和
剤
、
チ
オ

ダ
ン
乳
剤
、
チ
オ
ダ
ン
粉
剤
、

チ
オ
ポ
ン
乳
剤
、
チ
オ
ポ
ン
粉

剤
、
ラ
ズ
ベ
ン
粒
剤
）

▼
問
合
先

・
ケ
ル
セ
ン
剤
に
つ
い
て

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
㈱
ダ

ウ
・
ア
グ
ロ
サ
イ
エ
ン
ス
事

業
部
門　

環
境
・
健
康
・
安

全
担
当
リ
ー
ダ
ー　

中
村　

　

☎
０
９
４
２
・
73
・
４
９
６
７

・
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
剤
に
つ
い
て

ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
㈱　

技

術
普
及
部　

西
尾　

　

☎
04
・
２
９
４
４・１
１
１
７

　
「
ケ
ル
セ
ン
」「
ベ
ン
ゾ
エ
ピ

ン
」
を
含
む
農
薬
は
、
農
薬
取

締
法
に
よ
り
使
用
禁
止
農
薬
等

に
指
定
さ
れ
た
た
め
、メ
ー
カ
ー

で
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
次
の

農
薬
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

使
用
禁
止
農
薬
の
回
収
（
ケ
ル

使
用
禁
止
農
薬
の
回
収
（
ケ
ル

セ
ン
剤
・
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
剤
）

セ
ン
剤
・
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
剤
）

▼
日
時　

２
月
27
日
㈪
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
定
員　

20
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
う
か
つ
生
と
死
を
考
え
る

会
（
綾
井
）

☎
20
・
０
０
３
２

大
切
な
人
を
亡
く
し
た
方
の
集
い

大
切
な
人
を
亡
く
し
た
方
の
集
い

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

グ
リ
ー
フ
ケ
ア

購
入
し
た
販
売
店
・
最
寄
り
の

農
協
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
対
象　

ケ
ル
セ
ン
剤

（
ケ
ル
セ
ン
水
和
剤
33
、
ケ
ル

セ
ン
乳
剤
40
、
ケ
ル
セ
ン
粉
剤

３
、
ダ
ブ
ル
乳
剤
、
ダ
ブ
ル
粉

剤
、
ダ
ニ
キ
ー
ル
水
和
剤
、
ダ

ニ
デ
ン
乳
剤
、
バ
ン
マ
イ
ト
乳

剤
、
ジ
メ
ト
エ
ー
ト
Ｋ
粉
剤
、

ジ
メ
マ
イ
ト
粉
剤
、
ペ
ス
タ
ン

Ｋ
乳
剤
、
サ
ン
マ
イ
ト
粉
剤
、

エ
カ
エ
ー
ス
粉
剤
、
ケ
ル
セ
ン

Ｅ
Ｃ
）／
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
剤（
マ

リ
ッ
ク
ス
水
和
剤
、
マ
リ
ッ
ク

　

守
谷
消
防
署
で
は
、
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

適
切
な
救
命
手
当
に
よ
り
、

救
命
率
が
向
上
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
11
日
㈰
午
前
９

時
〜
正
午
※
受
付
は
午
前
８
時

45
分
〜
▼
会
場　

守
谷
消
防
署

▼
定
員　

中
学
生
以
上
先
着
25

人
▼
内
容　

心
肺
蘇そ

せ
い生

法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
等
▼
受
講
料　

無
料
▼
申

込
開
始
日　

２
月
20
日
㈪
▼
申

込
方
法　

守
谷
消
防
署
窓
口
で

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装

で
参
加

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
消
防

署　

☎
46
・
０
１
１
９

救
命
講
習
会

救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

開　
　

催

薬物乱用
ダメ
ゼッタイ

誘われても
断る
勇気

茨
城
県
行
政
書
士
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

▼
日
時　

３
月
10
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
場
所　

中
央

公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内
容

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部　
☎
58
・
０
４
８
６

▼
期
間　

２
月
29
日
㈬
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▼
相
談
内
容　

相
続
登
記
に
関

す
る
事
項
▼
受
付
・
実
施
場
所

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所
（
要

事
前
予
約
）
▼
費
用　

無
料

▼
問
合
先　

茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
１
１
１

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　平成 23 年 3月 11日に発生した東日
本大震災における「り災証明書」の申請
は、原則3月30日㈮で受付を終了します。
　り災証明書とは、申し込みにより家屋
の調査を行い、り災程度を証明するもの
です。り災証明書が必要な方は、早めに
申請してください。
○申込・受取場所
　守谷消防署　☎ 46-0119
○受付・調査・発行日時
　原則、平日の 8：30 ～ 17：15
○受け取りに必要なもの
　認め印、本人であることを証明するもの
　受付期間終了後の「り災証明書」
に関しては、市役所市民協働推進課
（内線134）までお問い合わせください。

り災証明書の受付は
3月30日㈮まで
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募　
　

集

　

消
化
器
系
の
が
ん
を
中
心

に
「
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
」

の
が
ん
予
防
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時　

２
月
25
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時
15
分
▼
会
場　

牛
久

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
牛
久
市
柏
田
町

１
６
０
６-

１
）
▼
演
題
・
講

師　

①
「
が
ん
を
遠
ざ
け
る
生

活
習
慣
」
津つ

が
ね金

昌し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
予
防
研

究
部
長
）
／
②
「
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
ピ
ロ
リ
に
つ
い
て
」
谷や

な
か中

昭あ
き
の
り典

氏
（
東
京
理
科
大
学
薬
学

部
臨
床
薬
理
学
教
授
）／
③「
胃

が
ん
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
」
伊い

と
う藤

史ふ
み

子こ

氏
（
元
東
京
都
目
黒
区
保
健

所
長
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
主

催　

取
手
市
医
師
会
ほ
か
県
南

３
医
師
会
・
県
医
師
会
▼
申
込

方
法　

住
所
・
氏
名
を
明
記
の

上
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
０
１-

０
８
５
３　

龍
ケ

崎
市
松
ケ
丘
１-

２-

25

竜
ケ
崎
市
・
牛
久
市
医
師
会

☎
０
２
９
７
・
64
・
２
８
５
５

　

０
２
９
７
・
64
・
２
１
６
５ 

県
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

県
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

県
南
「
が
ん
予
防
講
演
会
」

県
南
「
が
ん
予
防
講
演
会
」

▼
対
象　

市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
等
を
有
す
る
方
▼
掲
載

号　

４
月
〜
９
月
の
10
日
発
行

号
▼
募
集
数　

各
月
６
枠
（
半

枠
）
※
超
過
の
場
合
抽
選
し
、

後
日
、
決
定
通
知
書
を
送
付

▼
広
告
料　

半
枠（
45
㎜
×
85
㎜
）

１
万
５
千
円
、
全
枠
（
45
㎜
×

１
７
５
㎜
）
３
万
円
▼
広
告
の

内
容　

守
谷
市
広
告
掲
載
要
綱

お
よ
び
基
準
等
で
規
定
（
法
令

に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
広

告
、意
見
広
告
等
は
掲
載
不
可
）

▼
提
出
書
類　

①
申
込
書
（
秘

書
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
可
）
②
広
告
デ
ー
タ

（
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
）
③
デ
ー
タ
を
紙
に
打
ち

出
し
た
も
の
※
返
却
は
し
な
い

▼
申
込
方
法　

３
月
２
日
㈮
必

着
で
書
類
を
郵
送
ま
た
は
窓
口

へ
提
出
す
る

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所

秘
書
課　

秘
書
・
広
報
Ｇ　

内
線
３
２
２

　

hisho@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

▼
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
①
市
内
在
住
の
方
②
昭
和

52
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
③
心
身
と

も
に
健
康
な
方
④
確
実
に
市
内

の
誘
導
箇
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
方
▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
勤
務
日
時　

原
則
、
月
〜
金

曜
日
午
前
７
時
30
分
〜
８
時

30
分
※
勤
務
日
時
の
変
更
あ

り
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
学

校
で
特
別
行
事
が
あ
る
場
合
／

児
童
生
徒
の
通
学
時
間
の
変
更

が
生
じ
た
場
合
な
ど
）
▼
業
務

内
容　

児
童
生
徒
が
登
校
す
る

際
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
、

交
通
危
険
箇
所
に
立
っ
て
の
街

頭
誘
導
な
ど
▼
勤
務
場
所　

市

内
各
誘
導
箇
所
▼
賃
金　

１
回

（
１
日
）
当
た
り
１
７
０
０
円

▼
申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
申

込
先
、
中
央
・
郷
州
・
高
野
・

北
守
谷
の
各
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
文
化
会
館
で
取
得
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月

14
日
㈬
ま
で
に
直
接
窓
口
に
提

出
し
、
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所

学
校
教
育
課　

教
育
総
務
Ｇ　

内
線
２
８
４
・
２
８
５

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の

通
学
補
助
員

通
学
補
助
員

▼
応
募
要
件　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方
①
官
公
署
、
医
療
機

関
、
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
就

労
支
援
に
関
す
る
面
接
相
談
業

務
経
験
の
あ
る
方
②
車
の
運
転

が
で
き
る
方
③
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
電
子

メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

が
で
き
る
方
▼
募
集
人
員　

１

人
▼
業
務
内
容　

生
活
保
護
受

給
者
・
住
宅
手
当
受
給
者
に
対

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行

や
、
経
歴
・
病
状
に
即
し
た
就

職
相
談
、
就
労
意
欲
喚
起
等
の

面
接
指
導
を
行
い
、
就
職
先
の

早
期
決
定
を
援
助
す
る
▼
勤
務

場
所　

市
役
所
社
会
福
祉
課
※

家
庭
訪
問
・
出
張
あ
り
▼
契
約

期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
▼
勤
務
日
数
・
時
間

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
週
３
日
・

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
▼
報
酬　

月
額
10
万
円
（
市

嘱
託
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規

則
に
よ
る
）
▼
応
募
方
法　

２

月
15
日
㈬
〜
29
日
㈬
に
、
履
歴

書
・
健
康
診
断
書
を
持
参
の
上
、

窓
口
で
申
し
込
む
※
３
月
上
旬

に
面
接
選
考
（
予
定
）

▼
問
合
先　

市
役
所
社
会
福
祉

課　

内
線
１
６
３
・
１
６
４

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

　

技
能
）

▽
受
験
資
格
（
平
成
24
年
７
月

１
日
現
在
）　

一
般　

18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方
／
技
能　

18

歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
て
53
〜
55
歳
未
満
の
方
▽
受

付　

４
月
４
日
㈬
必
着
▽
試
験

期
日　

４
月
13
日
㈮
〜
16
日
㈪

の
指
定
す
る
１
日

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
・

技
術
）

▽
受
験
資
格
（
平
成
25
年
４
月

１
日
現
在
）
①
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
方
②
20
歳
以
上
22
歳
未

満
で
、
大
学
を
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
し
た
方
、
ま
た
は
外
国

の
学
校
を
卒
業
し
た
場
合
で
大

学
卒
業
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る

方
③
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
含
む
）
は
28
歳
未
満

の
方
▽
受
付　

４
月
27
日
㈮
必

着
▽
試
験
期
日　

１
次　

５
月

12
日
㈯
※
飛
行
要
員
の
み
５
月

13
日
㈰　

２
次　

６
月
12
日
㈫

〜
15
日
㈮
の
指
定
す
る
１
日

▼
問
合
先　

自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部
龍
ケ
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
７
・
64
・
３
３
５
１

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/ibaraki/

自
衛
官
募
集

自
衛
官
募
集

就
労
支
援
員（
嘱
託
職
員
）

就
労
支
援
員（
嘱
託
職
員
）

平
成
平
成
2424
年
度
上
半
期
分

年
度
上
半
期
分

広
報
も
り
や
掲
載
広
告

広
報
も
り
や
掲
載
広
告

開催・募集
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▼
縦
覧
場
所

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
・
総
務

課
・
市
民
協
働
推
進
課
、
中

央
・
高
野
・
郷
州
・
北
守
谷

の
各
公
民
館
、
文
化
会
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
※
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
可

▼
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間

　

２
月
17
日
㈮
〜
３
月
19
日
㈪

▼
意
見
提
出
で
き
る
方

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、
市
内
に
事
務
所
・
事
業

所
が
あ
る
個
人
・
法
人
・
団

体
、
市
に
対
し
て
納
税
義
務

が
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

▼
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
、
ま
た

は
直
接
持
参
す
る

▼
提
出
・
問
合
先　

〒
３
０
２

-
０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９

５
０-
１　

市
役
所
社
会
福

祉
課　

障
害
福
祉
Ｇ　

内
線

１
６
１　
　

45
・
６
５
２
７

s.fukushi@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
制
度
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
制
度
）

守
谷
市
障
害
福
祉
計
画
（
第
３
期
）
案

守
谷
市
障
害
福
祉
計
画
（
第
３
期
）
案

　

市
で
は
、
森
林
整
備
の
推
進

を
図
る
た
め
、
森
林
法
の
規
定

に
よ
り
策
定
す
る
森
林
整
備
計

画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
に
対
し
て
意
見

が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
が

満
了
す
る
日
ま
で
に
、
市
長
に

対
し
、
理
由
を
付
し
た
文
書
を

も
っ
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間　

　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
意
見
書
提
出
先　

〒
３
０
２

　

-

０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９

　

５
０-

１　

守
谷
市
長　

会

田
真
一
宛
て
（
市
役
所
経
済

課
扱
い
）
※
提
出
は
郵
送
可

（
必
着
）

▼
縦
覧
場
所
・
問
合
先　

市
役

所
経
済
課　

内
線
２
６
４

守
谷
市
森
林
整
備
計
画
案
の
縦
覧

※（　）は前月比
※平成 23年 12 月 20 日現在人口 62,857 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1,080.05 ｔ
（＋ 8.52 ｔ）1,110.64 ｔ

554 ｇ
（▲ 15ｇ）

不燃 264.14 ｔ
（▲ 21.69 ｔ） 247.43 ｔ 136 ｇ

（▲ 16ｇ）

粗大 153.92 ｔ
（＋ 22.63 ｔ） 91.03 ｔ 80 ｇ

（＋ 10ｇ）

資
源
物

新聞 11.10 ｔ
（＋ 2.05 ｔ） 13.41 ｔ 6ｇ

（＋ 1 ｇ）

雑誌 61.91 ｔ
（＋ 10.30 ｔ） 63.63 ｔ 32 ｇ

（＋ 5 ｇ）
ダン
ボール

42.62 ｔ
（＋ 7.57 ｔ） 39.59 ｔ 22 ｇ

（＋ 3 ｇ）
古着・ 
布類

20.28 ｔ
（▲ 1.34 ｔ） 18.02 ｔ 10 ｇ

（▲ 1 ｇ）

缶 22.80 ｔ
（＋ 9.85 ｔ） 17.76 ｔ 12 ｇ

（＋ 5 ｇ）

ビン 56.68 ｔ
（＋ 26.57 ｔ） 36.87 ｔ 29 ｇ

（＋ 13ｇ）

　粗大ごみが増加し続けています。昨年同月と
比較しても非常に増加していることが確認で
きます。皆さん、リサイクル伝言板などを活用
し、再利用にご協力ください。

市のごみ排出量・資源物回収量 12月

　利根川左岸河川敷環境保全実行委員会と市で
は、市民・行政・事業所等に呼び掛け、利根川左
岸河川敷一帯のごみを拾い、河川敷の自然や環境
を守る活動をしてきました。
　今回で 12 回目を迎える利根川左岸河川敷ク
リーン作戦（ごみ拾い）に、ぜひご参加ください。

▼日時　３月４日㈰　９:30～11:00（９:00集合）
※小雨決行（雨具持参）、作業ができる服装

▼主催　利根川左岸河川敷環境保全実行委員会

▼共催　守谷市　▼後援　国土交通省

▼協力　市建設業協会、㈱明治、イオンタウン守
　　　　谷ほか

▼参加方法　事前に電話で申し込む

▼当日の実施判断
「モバイルもりや」
で、実施判断を当
日 6:00 以降にお
知らせします。

利根川左岸河川敷クリーン作戦

●申込・問合先　市役所生活環境課　内線 144

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

集合場所
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3 月の子育てカレンダー3 月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1
夢 ほ・み・お・ま

2
夢 の・ほ 12時～・み
　 ・低ほ

3 4

5
夢 の・に・ほ・中

6
夢 の・み・講★

7
夢 の・ほ・み・お

8
夢 ほ・み・お・ま

9 予 子育てサークル支援
夢 の 12時～・ほ・み
　 ・低の

10 11

12
夢 の・ほ

13
夢 リ★・の 12時～
　 ・み

14
夢 の・ほ・み・お
ね 親子活動★

15
夢 ほ・み・お・ま

16
夢 の・ほ 12時～
　 ・低ほ

17 18

19
夢 ポ☆・の 12時～
　 ・ほ

20

春分の日

21
夢 の・ほ・み・お

22
夢 ほ・み・お・ま

23 予 広場 4月分
　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・低み

24 25

26
夢 の・ほ・北

27
夢 の・み

28
夢 の・ほ・み・お
　（全広場12時まで）

29
夢 ほ・み・ま

30 31

予　予約開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動〔お楽しみ会〕　9:30 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　に　にこにこ広場　10:00 ～ 12:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　リ　リトミック　10:00 ～ 12:00　★要予約
　講　親子クッキング（保健センター）　9:15 ～ 13:00　★要予約
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館１階和室）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　2月 23 日㈭、3月 9日㈮
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

※３月の広場予約は、2月 24 日㈮から受付開始

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報
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「
ヨ
ー
ク
さ
ん
、お
酒
好
き
？

強
い
？
日
本
酒
は
？
」
と
私
は

来
日
し
て
か
ら
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。
で
も
、「
ほ
と
ん
ど
お
酒
は

飲
み
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
、

よ
く
驚
か
れ
ま
す
。
飲
ま
な
い

理
由
は
理
想
主
義
や
身
体
等
の

問
題
で
は
な
く
、
お
酒
の
味
が

嫌
い
で
飲
み
た
く
な
い
の
で
す
。

　

日
本
に
来
て
か
ら
お
酒
の
話

を
し
て
、
ド
イ
ツ
と
日
本
で
は

お
酒
へ
の
考
え
方
が
違
う
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
で
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、

こ
の
違
い
に
つ
い
て
よ
り
深
く

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ド
イ
ツ
人
に
つ
い

て
の
偏
見
を
直
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
に
は
ビ
ー
ル
や
ワ

イ
ン
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
人
が

お
酒
ば
か
り
飲
む
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
ま
た
、
お
酒
を
飲

む
ド
イ
ツ
人
は
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
午
前
中
か
ら
は
飲
み
ま

せ
ん
。
喉の

ど

が
渇
い
た
ら
主
に
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
ま
す
。

　

日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
の
お
酒

へ
の
考
え
方
が
違
う
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
話
し
方
か
ら
分
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、「
お
酒
を

飲
む
の
が
好
き
で
す
」
と
言
っ

て
も
普
通
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
同
じ
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
答

え
た
ら
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
か
な
」
と
怪
し
い
目
で
見
ら

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
日
本

で
は
お
酒
に
関
す
る
話
は
何
で

も
正
直
に
言
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
ド
イ
ツ
で
は
話
し
方
に
少

し
気
を
つ
け
た
方
が
良
い
で
す
。

い
つ
も
お
酒
を
い
っ
ぱ
い
飲
む

人
の
よ
う
な
印
象
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、「
あ
い
つ
は
ア
ル
中

だ
」
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
違
い
が
酔
っ
払

う
こ
と
で
す
。
酔
っ
払
う
と
、

普
段
は
し
な
い
行
動
を
す
る
人

が
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
も
そ
う

で
す
が
、
日
本
で
は
お
酒
を
飲

ん
だ
人
は
無
罪
放
免
の
特
権
で

守
っ
て
も
ら
う
よ
う
で
す
。
飲

酒
運
転
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
、
例
外
で
す
が
。
こ

の
点
、
ド
イ
ツ
で
は
０
・
５
パ

ー
ミ
ル
（
約
ビ
ー
ル
１
本
）
ま

で
飲
酒
運
転
は
許
可
さ
れ
て
い

ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
極
端
な
行

動
次
第
で
後
で
余
波
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

次
の
日
に
な
る
と
、
そ
の
前
の

晩
の
振
る
舞
い
が
消
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
で

お
酒
を
飲
む
の
は
ド
イ
ツ
よ
り

気
軽
に
で
き
そ
う
で
す
が
、
確

か
に
日
本
で
は
社
会
的
束
縛
を

感
じ
ま
す
の
で
、
お
酒
は
そ
の

は
け
口
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
社
会
的
受

容
が
日
本
と
ド
イ
ツ
で
少
し
違

っ
て
も
、
両
国
で
お
酒
は
人
気

が
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
、
友
達
と
楽
し
む

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

私
は
お
酒
の
代
わ
り
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
さ
え
あ
れ
ば
、
ハ
イ
に

な
り
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。

◎
世
界
の
家
庭
料
理
教
室

　

ヨ
ー
ク
さ
ん
の
友
達
の
エ
ミ

リ
さ
ん
と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
家

庭
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時　

３
月
29
日
㈭
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
▼
会
場　

北
守

谷
公
民
館
▼
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
の
方
20
人
※
超
過
時

抽
選
▼
費
用　

８
０
０
円
程
度

▼
申
込
期
限　

３
月
19
日
㈪

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　

内
線
１
３
３

　 国際交流員国際交流員ヨークさんのヨークさんの

乾 杯！乾 杯！

　

子
ど
も
手
当
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら

の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
９
月
分
ま
で
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
を
含
め
、
該

当
す
る
方
は
全
て
３
月
30
日
㈮

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
該
当
す
る
方

中
学
３
年
生
ま
で
（
15
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
）
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方

▼
注
意
事
項

・・
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
独
立
行

政
法
人
・
大
学
法
人
等
に
勤

め
て
い
る
方
は
市
役
所
へ
申
請
）

・・
単
身
赴
任
等
の
事
由
で
養
育

し
て
い
る
児
童
と
別
居
し
て

い
る
方
は
請
求
者
の
住
民
登

録
地
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

・・
守
谷
市
に
転
入
し
た
方
は
前

住
所
地
の
転
出
日
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
、
お
子
さ
ん
が

出
生
さ
れ
た
方
は
出
生
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
申
請

を
し
な
い
と
、
受
給
で
き
な

い
月
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

▼
申
請
・
問
合
先

市
役
所
児
童
福
祉
課　

児
童
健
全
育
成
Ｇ　

内
線
１
５
３
・
１
５
６

▼
日
時　

３
月
17
日
㈯

午
前
９
時
15
分
受
付

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
内
在
住
の
４
・
５

歳
児
（
年
中
・
年
長
児
）
と

そ
の
保
護
者（
１
家
族
２
人
）

▼
募
集
人
数　

12
組
24
人

▼
内
容　

簡
単
さ
ば
カ
レ
ー
・

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
サ
ラ
ダ
ほ
か

▼
講
師　
保
育
所
男
性
調
理
員

▼
費
用　

１
組
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

父
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

お
子
さ
ん
の
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
３
月
２
日

㈮
必
着
で
申
し
込
む
※
決
定

通
知
書
は
５
日
㈪
発
送
予
定

▼
主
催　
児
童
福
祉
課
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
夢
っ
子

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
０
２-

０
１
１
７　

守
谷
市
野
木
崎
１
９
４
７-

２

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー・

夢
っ
子
「
パ
パ
ク
ッ
ク
」
係

☎
45
・
２
４
６
２

食
育
事
業

食
育
事
業「パ

パ
ク
ッ
ク
」

「
パ
パ
ク
ッ
ク
」

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？　
　

お
済
み
で
す
か
？　
　

広報もりや 2012.2.1015
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http://www.moriya-cac.org/

協働のまちづくりに関する市民(応募者)のアイデアを聞いてみませんか？

デキルコトから始めよう！私たちのまちづくり

市長さ～ん
買ってください！

私たちのアイデア
来て！見て！聞いて！「第3回市民提案型協働事業発表会」

場所　市民交流プラザ　市民ギャラリー
日時　2月 26日㈰　9:30 ～ 12:00

《発表会プログラム》
9 ：30　実行委員長あいさつ

　市長あいさつ
9 ：40　協働事業アイデアの発表（各 15分）
11：20　協働事業進捗状況の報告
11：40　協働のまちづくりへのビデオレター
　　　　　 茨城大学准教授　長

は せ が わ

谷川幸
こうすけ

介氏
11：50　協働事業提案に対する講評

主催　市民提案型協働事業発表会実行委員会
共催　守谷市

《発表予定の協働事業提案》
①守谷 ｢命の道｣ 構想事業関連６事業
②もりや市民大使、守谷こども大使による守谷 PR事業
③守谷城まつり事業
④コスモス花壇の復活事業
⑤市民参加型による再生可能エネルギーの創出事業
⑥出前いきいきヘルス体操（シルバーリハビリ体操）事業

市民活動支援センターは市民提案型協働事業発表会の開催を支援しています。

ボランティア活動紹介⑱

NPO法人 スマートコンシェルジュ
センター 守谷支部

　１月５日、親墨会による書初め会は、
主に小学生の親子が参加し、にぎやか
に行われました。新年を迎え、心新た
に習字に取り組む子どもたちは、一生
懸命筆を走らせていました。
　先生の丁寧な指導により素晴らしい
作品になり、「来年もぜひ開催を！」
との声がありました。

新年 書初め会新年 書初め会

　スマートコンシェルジュ（地域の情報案内人）の育成と組
織化を行い、スマートコンシェルジュを中心とした地域の情
報発信を行っています。地域住民の利便性に役立つこと、地
域事業者の活性化を行うことを目的にしています。
　本部はつくば市にありますが、私たちは守谷市を中心に手
づくり品の「あげます・ゆずってください」のマッチングと
コミュニティ形成の事業を
展開しています。
　掲載希望情報がありまし
たらホームページをご覧の
上、ご連絡ください。　
　http://smacon.info/
●問合先　
　宮崎　 090-5540-0366
　古橋　 090-7829-6840
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麻
し
ん
・
風
し
ん
の
流
行
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
予
防
接
種
で

対
象
者
の
95
％
以
上
の
人
が
免

疫
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
度
対
象
者
の
接
種
期
限

は
、
３
月
31
日
で
す
。
対
象
の

方
は
、
今
年
度
中
に
市
内
の
協

力
医
療
機
関
で
１
回
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
今
年
度
中
に
２

回
以
上
接
種
を
し
た
場
合
、
ま

た
は
定
期
接
種
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
年
齢
の
方
は
、
接
種
の

記
録
を
確
認
し
、
ま
だ
接
種
を

し
て
い
な
い
場
合
、
早
め
に
接

種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

接
種
の
際
は
、
接
種
の
記
録

を
記
入
す
る
物
（
母
子
健
康
手

帳
や
予
防
接
種
の
記
録
カ
ー
ド

等
）、
保
険
証
、
予
診
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

３
期
を
未
接
種
で
私
立
中
学

校
に
通
学
さ
れ
て
い
る
方
、
４

期
を
未
接
種
で
平
成
23
年
４
月

に
送
付
さ
れ
た
予
診
票
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

vol.vol.
5656
vol.vol.
5656

お
子
さ
ん
の
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
と
を
言
い
残
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ー
カ
ス
は
守
谷
の
裏
公
民

館
で
あ
る
」
と
。
ア
ー
カ
ス
は

他
地
域
か
ら
一
時
的
に
守
谷
の

住
民
と
な
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
、
一
日
だ
け
の
訪
問
者
、
近

隣
か
ら
通
う
人
た
ち
、
地
元
の

人
々
が
寄
り
集
ま
る
「
混
ぜ
こ

ぜ
公
民
館
に
な
り
た
い
」
と
考

え
て
い
ま
す
。
人
が
集
ま
る
た

め
の
便
利
な
場
所
で
は
な
く
、

人
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
い
ま
を
表
現
す
る
場
所
に
し

た
い
」と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

「
い
ま
」と
は
な
ん
だ
。「
い
ま
」

を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ

ら
を
も
が
き
な
が
ら
表
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
り
、私
た
ち
で
あ
り
、

現
代
ア
ー
ト
そ
の
も
の
だ
か
ら

で
す
。

◎
い
つ
も
の
ア
ー
カ
ス

▼
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金か

な

井い

圭け
い
す
け介

さ
ん
の
「
お
や
こ
で

ベ
ビ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む

ア
ー
ト
２
０
１
１
」

い
ず
れ
も
、
所
要
時
間
1
時
間

程
度
で
予
約
者
優
先
／
参
加
費

（
材
料
費
等
）
は
子
ど
も
１
人

３
０
０
円

◎
あ
ら
た
め
て
ア
ー
カ
ス
と
は
？

　

ア
ー
カ
ス
と
は
「
も
り
や
学

び
の
里
」
で
１
９
９
４
年
か
ら

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
を
中
心
に
運
営
し

て
い
る
活
動
体
で
す
。
今
年
で

18
年
目
を
迎
え
息
の
長
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

国
際
的
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
制
作
支

援
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
82
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
守
谷
で
生
活
し
、
制
作
を

し
て
き
ま
し
た
。
支
援
活
動
に

は
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
も
多
く
加
わ
り
、
運
営
に

参
加
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、

「
日
本
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
日
本

語
で
も
英
語
で
も
一
番
初
め
に

出
て
く
る
ほ
ど
の
知
名
度
が
あ

り
ま
す
。

◎
大
切
な
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ア
ー
カ
ス
で
は
活
動
の
初
期

か
ら
、「
地
域
を
対
象
に
し
た

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
同

時
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
参
加

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
異
分
野

の
専
門
家
は
優
に
４
０
０
人
を

超
え
ま
し
た
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
合
わ
せ

る
と
５
０
０
人
に
も
及
ぶ
ア
ー

ト
関
係
者
が
こ
れ
ま
で
に
守
谷

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ア
ー
カ
ス
は
守
谷
と

い
う
地
域
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
存
在
に
な
り
た
い
の
で
し
ょ

う
か
？
２
０
０
７
年
か
ら
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
遠え

ん

藤ど
う

水み
ず
き城

さ
ん
は
、
う
ま
い

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
アーカスの活動に関する最新情報は、
ホームページ等をご覧ください。
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI

市内バス交通情報

▼バス補助金を進呈
　イオンタウン守谷またはイオ
ン取手店で 2,000円以上の買い
物をした方に100円分のバス利
用補助券を進呈しています。補
助券は市内全バス路線で利用で
きます。 ▽配布場所　イオンタ
ウン守谷２階インフォメーショ
ンカウンター／イオン取手店
１階サービスカウンター

▼モコバス回数券割引
　11 枚つづり回数券を大人
1,200円（小人 600円）で販売
しています。 ▽販売場所　モコ
バス車内、関東鉄道常総線守谷
駅、関東鉄道㈱水海道営業所

▼問合先　守谷市地域公共交通
活性化協議会事務局（市役所企
画課）　内線 335

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
・
６
０
０
０

麻しん風しん混合 (MR) 予防接種
２期 ３期 ４期

対
象
者
の
生
年
月
日

H17
4月2日

～

H18
4月1日

H10
4月2日

～

H11
4月1日

H5
4月2日

～

H6
4月1日

接
種
率

80％ 96％ 70％
H23 年 12 月末現在
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私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
電
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し

い
実
験
や
ク
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
17
日
㈯
午
前
10

時
〜
正
午
▼
会
場　

中
央
公
民

館
２
階
集
会
室
▼
対
象　

市
内

在
住
で
小
学
生
以
上
の
方
45
人

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
／
親
子
は
１
組
５
人
ま
で

／
幼
児
の
参
加
可
）
※
最
少
開

催
人
数
10
人
▼
講
師　

宮み
や

田た

孝た
か
し

氏（
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料
▼
持
参
品

筆
記
用
具
▼
申
込
方
法　

３
月

２
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

☎
48
・
６
７
３
１

　

か
わ
い
く
て
お
い
し
い
ピ
ザ

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

３
月
11
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
▼
会

場　

北
守
谷
公
民
館
調
理
室

▼
対
象　

市
内
在
住
の
親
子
10

組
（
子
ど
も
は
４
歳
以
上
／
親

子
は
１
組
３
人
ま
で
）
※
最
少

開
催
人
数
５
組
10
人
／
超
過
の

場
合
は
抽
選
▼
講
師　

上か
み

堂ど
う
ぞ
の薗

江え

み実
氏
（
栄
養
士
）
▼
参
加
費

一
人
３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
▼
申
込
方
法
２
月

29
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

北
守
谷
公

民
館　

☎
47
・
０
１
１
１

▼
開
催
日　

４
月
26
日
㈭
▼
会

場　

筑
波
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

▼
参
加
資
格　

市
内
在
住
の
方

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
参

加
費
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

プ
レ
ー
費
は
各
自
負
担
▼
競
技

方
法　

小
学
校
区
別
９
地
区
に

よ
る
チ
ー
ム
対
抗
戦
／
１
チ
ー

ム
12
人
、
う
ち
女
性
を
２
人
以

上
登
録
▼
主
催　

市
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
部
地
区
対
抗
実
行
委
員

会
▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
３
月
２
日
㈮

必
着
で
申
し
込
む
※
地
区
別
に

所
研
究
員
）・
堀ほ

り
も
と本
能た

か
ゆ
き行
氏
（
元

産
業
技
術
総
合
研
究
所
研
究

員
）
▼
参
加
費　

７
０
０
円

▼
後
援　

市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
（
あ

れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
）・
年
齢
・
学
校
名
・
学
年

を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
む（
電
話
も
可
）

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー

０
９
０・３
１
３
７・５
５
１
１

０
２
９
７
・
78
・
７
３
１
０

jisedai@
jcom

.hom
e.ne.jp

　

今
年
の
演
目
は
昔
話
で
お
な

じ
み
の
「
桃
太
郎
！
」。
昔
話
を

ま
っ
た
く
新
し
い
視
点
で
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

３
月
17
日
㈯
午
後
１

時
〜
、午
後
５
時
〜（
二
回
公
演
）

▼
会
場　

取
手
市
民
会
館
ホ
ー

ル
▼
料
金　

前
売
り
１
２
０
０

円
、
当
日
１
５
０
０
円
▼
後
援

守
谷
市
・
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
子
ど

も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
　

m
oriya.

km
.2006@

gm
ail.com

　
樋
口

☎
46
・
０
０
３
１　

髙
久　

０
８
０・６
５
１
１・８
５
６
３

▼
問
合
先　

青
木　

☎
48
・
８
２
６
６

　

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
集
団
で
楽
し
く
行
い
、
動

作
と
言
葉
の
結
び
付
き
を
体
感

的
に
学
び
、
英
語
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

３
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
（
各
木
曜

日
）
午
後
４
時
30
分
〜
６
時

▼
会
場　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代

教
育
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

年
長

児
〜
小
学
６
年
生
15
人
▼
参
加

費　

一
回
１
０
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）
▼
後
援　

市
教
育
委

員
会
ほ
か

▼
申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー　

０
９
０・３
１
３
７・５
５
１
１

０
２
９
７
・
78
・
７
３
１
０

▼
日
時　

３
月
11
日
㈰
午
後
２

時
〜
４
時
▼
会
場　

取
手
市
戸

頭
公
民
館
▼
対
象　

小
学
生
・

興
味
の
あ
る
方
40
人
※
保
護
者

の
方
の
参
観
可
▼
講
師　

加か

地じ

浩ひ
ろ
な
り成
氏
（
元
日
本
自
動
車
研
究

編
成
す
る
た
め
、
住
所
は
必
ず

記
入
す
る
こ
と
／
応
募
者
多
数

の
場
合
、
各
地
区
で
出
場
者
を

選
考

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
内
「
市
体
育
協
会
ゴ

ル
フ
部
事
務
局
」
内
線
２
７
８

〒
３
０
２-

０
１
９
８　

守
谷

市
大
柏
９
５
０-

１

▼
日
時　

３
月
15
日
㈭
・
22
日

㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
会

場　

中
央
公
民
館
大
広
間
▼
参

加
費　

５
０
０
円
▼
服
装　

動

き
や
す
い
服
装
▼
募
集
人
数

希
望
者
全
て
受
け
入
れ

▼
問
合
先　

藤
丸

☎
48
・
８
３
１
９

▼
開
催
日　

３
月
11
日
㈰
午
後

１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

▼
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
出
演　

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｕ
！
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
）、

パ
ス
テ
ル
シ
ュ
ガ
ー
（
オ
カ
リ

ナ
）、
世せ

さ

み

紗
実
（
ア
カ
ペ
ラ
）、

ク
ル
ミ
（
コ
カ
リ
ナ
）
▼
曲
目

虹
の
彼
方
に
、
ラ
・
ク
ン
パ
ル

シ
ー
タ
、
タ
ッ
チ
、
筑
波
山

▼
後
援　

市
教
育
委
員
会

子
ど
も
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

子
ど
も
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

倶
楽
部　

子
ど
も
科
学
・
も
の

倶
楽
部　

子
ど
も
科
学
・
も
の

づ
く
り
塾
「
表
面
張
力
を
科
学

づ
く
り
塾
「
表
面
張
力
を
科
学

し
よ
う
」

し
よ
う
」  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

18

第
８
回
守
谷
市
地
区
対
抗
ゴ

第
８
回
守
谷
市
地
区
対
抗
ゴ

ル
フ
大
会

ル
フ
大
会  
参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

気
功
サ
ー
ク
ル

気
功
サ
ー
ク
ル  

申
込
不
要

申
込
不
要

子
ど
も
お
も
し
ろ
英
語
教
室

子
ど
も
お
も
し
ろ
英
語
教
室

　　

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館　

中
央
公
民
館　

よ
く
わ
か
る
電
気
・
エ
ネ
ル

よ
く
わ
か
る
電
気
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
室

ギ
ー
教
室  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

親
子
で
作
る
お
絵
か
き
ピ
ザ

親
子
で
作
る
お
絵
か
き
ピ
ザ

  

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ    

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
！

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
！

結
成
結
成
1010
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

  

入
場
無
料

入
場
無
料

守
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

守
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

第
６
回
公
演
「
桃
太
郎
！
」

第
６
回
公
演
「
桃
太
郎
！
」
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　少年少女ミュージック
ベル入門教室受講生が平
成 23年 12 月 23 日㈮に
守谷駅西口駅前広場で開
催された「もりやクリス
マスファンタジー」で演
奏を行いました。

守谷で活動し、多くの展覧会や美術展で入賞・入選されている美術作家の皆さんの
　作品を、この機会にぜひご鑑賞ください。入場は無料です。

▼期間　３月３日㈯～ 11日㈰　9:30 ～ 16:30
※３日は13:00から、11日は 15:00まで

▼会場　市民交流プラザ市民ギャラリー
☎ 45-2278

▼主催　市美術作家展実行委員会、市教育委員会

▼出品予定者（50音順：敬称略）
＜日本画＞池

い け だ

田愛
あ い こ

子、遠
えんど う

藤俊
としひ さ

久、小
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▼問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ　内線 279

　公民館を利用する社会教育関係団体（青少年育成、成人、女性、高
齢者団体）、社会福祉関係団体、ボランティア団体や公共性の高い団
体等これらに類する団体に対し、使用料免除制度があります。
　この制度を活用し、使用料の免除を希望される場合は、使用許可申
請と同時に免除申請が必要となります。
　なお、内容により該当しない場合もありますので、必ず事前に各公
民館にご相談ください。
　 ▼問合先　中央公民館　☎ 48-6731　　郷州公民館　　☎ 48-6711
　　　　　　高野公民館　☎ 45-5411　　北守谷公民館　☎ 47-0111

　中央公民館では耐震改修および増築工事に伴い、下記期間を全館休
館とします。
　ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いします。
　

▲

期間　４月１日㈰～９月30日㈰予定
　 ▼問合先　　中央公民館（３月まで）　　　　☎ 48-6731
　　　　　　　市役所生涯学習課（４月１日以降）　内線 279

中央公民館全館休館のお知らせ

公民館使用料免除制度について

第 ２ ７ 回 守 谷 市 美 術 作 家 展第 ２ ７ 回 守 谷 市 美 術 作 家 展

アートなもりやを実感しよう！
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　白川靜文字学を基礎に、漢字の成り立ちやつ
ながりを分かりやすく学びます。漢字を深く知
ることは、自分たちの歴史と文化を知ることで
す。ほかでは体験できない貴重な講座に、ぜひ
参加してみませんか。漢字に触れるのがきっと
楽しくなりますよ！

▼日時　３月７日㈬～９日㈮
10:00 ～ 12:00

▼会場　常総運動公園室内温水プール

▼講師　仁
に っ た

田栄
さかえ

氏・村
むらやま

山よしみ氏
（市スポーツ推進委員）

▼募集人数　市内在住・在勤の方　40人
※超過の場合は主催者側で抽選

▼参加費　1,000 円（教室初日に会場で徴収）

▼準備品　水着、タオル、スイミングキャップ
（講師に名前が見えるように書いて
あるもの）

▼申込方法　２月 29 日㈬までに、電話または
窓口で申し込む

▼申込・問合先　市役所生涯学習課　スポーツＧ
内線 278

▼日時　３月４日㈰ 14:00 開演

▼会場　中央公民館ホール

▼入場料　1,000 円（全席自由席）

▼曲目　赤いスイートピー、旅立ちの日に、ヴォ
ラーレ、翼をくださいほか

▼後援　市教育委員会、カント・イタリアーノ

▼問合先　春へのお誘いコンサート実行委員会
伊藤　 　080-5427-2325

▼日時　３月 11日㈰　10:00 ～ 12:00

▼会場　取手市戸頭公民館
（関東鉄道常総線戸頭駅下車徒歩３分）

▼対象　先着 30人

▼講師　伊
い と う

東信
し の ぶ

夫氏（白川靜文字学研究家）

▼参加費　一人　1,300 円

▼持参品　筆記用具

▼後援　市教育委員会ほか

▼申込・問合先　NPO法人次世代教育センター
　 　090-3137-5511
0297-78-7310

　被災から１年。復興を願い、支援のための募
金箱を設置します。ぜひ、ご来場ください。

▼日時　３月27日㈫～29日㈭　10:00～ 12:00
※ 29 日㈭のみ 13:00 ～ 15:30

▼会場　水海道ゴルフクラブ（現地集合・解散） 
常総市坂手町 5213

▼対象　市内在住の小・中学生 16人
※超過の場合は主催者側で抽選

▼指導　橋
はしもと

本和
か ず お

夫プロ（市体育協会ゴルフ部）

▼参加費　3,000 円（教室初日に会場で徴収）

▼申込方法　３月２日㈮までに、電話または窓
口で申し込む

▼申込・問合先　市役所生涯学習課内「市体育
協会ゴルフ部事務局」
内線 278

新しいことにチャレンジ！
さあ日ごろの運動不足を解消しよう！

プロの指導のもと、
春休みにゴルフを学んでみませんか

春へのお誘い
　　　コンサート

白川靜文字学講座

ジュニアジュニア
ゴルフ教室ゴルフ教室

参 加 者 募 集

東日本大震災復興支援チャリティー

水中ウオーキング教室水中ウオーキング教室
参加者募集参加者募集

♬♩

♪
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としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワード登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

2月の児童テーマ『き　く』

パソコン 携帯電話

休　館　日　　毎週月曜日、2月 29 日㈬、3月 30 日㈮

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00（※木曜日は、13：00～ 18：00）
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

2･3 月2･3 月

　4月1日から9月30日まで、中央公民館は改修
工事のため全館休館となり、図書室も利用できませ
ん。利用者の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、
中央図書館または他の公民館図書室をご利用くださ
るよう、お願いします。
　なお、休館中の資料の取り扱い等は、図書館ホー
ムページや館内掲示等で随時お知らせします。

　大河ドラマでおなじみの「平
たいらのきよもり

清盛」の生きた時代の歴史（平安末期から鎌倉幕府の成立まで）につ
いて学んでみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

▼日　　時　2月 25 日㈯、3月 4日㈰の全 2回　※ 1回のみの参加も可 
　　　　　　13：30 ～ 15：30

▼会　　場　中央図書館　３階　視聴覚室

▼内　　容　①「平安末期の政治と文化」
　　　　　　・・院政と平氏の台頭
　　　　　　・・院政期の文化～地方武士の台頭と平泉文化
　　　　　　②「源平の争乱と鎌倉幕府の成立」

▼定　　員　各回先着 60人

▼申込方法　窓口または電話で中央図書館に申し込む

▼講　　師　石
いしはま

濱恭
や す こ

子氏
　　　　　　早稲田大学第一文学部史学科卒業。
　　　　　　元県立高校教諭。
　　　　　　中央図書館主催『教養としての歴史講座』講師等を歴任。

　図書館では、さまざまな事情で図書館の利用が
難しい方が図書館の資料を利用できるよう、いろ
いろとお手伝いをしています。
　寝たきりで出歩けない、目が見えないため資料
が選べないなどの理由で図書館の利用を諦めてい
ませんか。図書館では、来館が難しい方のために、
資料を自宅まで届けるサービスを実施しています。
　お届けする資料は本や雑誌だけではありません。
音訳版広報もりや、音訳図書、点字本などもお届
けします。
　なお、利用には条件の確認および申し込みが必
要になりますので、まずは図書館までお問い合わ
せください。

中央公民館図書室休室のお知らせ中央公民館図書室休室のお知らせ

『教養としての歴史講座』－平安から鎌倉へ－『教養としての歴史講座』－平安から鎌倉へ－

図書館あんなことこんなこと図書館あんなことこんなこと（障がい者サービス編１０）（障がい者サービス編１０）

・・2月12日㈰は守谷ハーフマラソン開催のため、中央図書館の開館時間が
14：00～18：00となります。

・・2月19日㈰は、郷州公民館まつり開催のため、郷州公民館図書室のみ臨時休室します。

広報もりや 2012.2.1021
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くさんの人に感謝
成人式典（1月８日）

　中央公民館で平成24年成人式典を行いました。
今年市内で成人を迎えた 641 人のうち、式典に
470 人が参加。「はたちの主張」では、これまで
育ててくれた親、出会った人たちに感謝し、大人
の自覚と責任を持っていきたいと豊富を語ってい
ました。（写真は新成人企画の中学校恩師ビデオ
祝辞）

優優 勝を目指して
市民卓球大会（12月 18日）

　市民卓球大会を常総運動公園総合体育館で開催
しました。小学生から大人まで 121 人が参加し、
それぞれの持ち味を生かし、試合を行っていまし
た。優勝者は次のとおり。※敬称略
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枝
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て ら だ

田敬
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水幸
こ う た ろ う

太郎
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奈・高
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橋幸
ゆ き え

枝
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新新 年を迎え、気持ちも新たに
消防出初式（１月７日）

　消防団員・消防署員
など 220 人が中央公民
館に集い、守谷市消防
出初式を行いました。
東日本大震災の際にも
尽力された皆さんは、
真剣な面持ちで徒歩分
列行進や車両行進、放
水などに臨んでいまし
た。
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戦を制したのは
市民バスケットボール大会（１月 22・29日）

　市民バスケットボール大会が守谷中学校体育館
を会場に男子 11チーム、女子 7チームが参加し、
開催されました。熱戦を制し、優勝したチームは
次のとおり。

▼男子優勝　MORIYA　CREW

▼女子優勝　MORIYA　CREW

熱熱

●まちの話題を写真記事でお届けします

育育 自が大切
ぱーとなーしっぷフォーラム（1月 28日）

子子 どもに夢を
第8回家庭教育講座（1月23日）

　甲子園出場監督の持
もちまる

丸修
しゅういち

一氏を迎え、中央公民
館講座室で家庭教育講座を開催しました。甲子園
球児を育ててきた経験から、講師は夢に向かって
進む子どもたちへ、エールを送る大切さを伝えて
いました。

　自分自身を育てることを「育
い く じ

自」と名付け、ぱー
となーしっぷフォーラム A

ア ン ダ ン テ

ndante2012 が市民交
流プラザで開催されました。参加者 39 人は自分
がどんなタイプの人間かを知った上で、どんなふ
うに生きればよいかを再考していました。

　平成 24 年守谷市賀詞交歓会をウエディングヒ
ルズアジュールで開催しました。市内各界の代表
者など、約 170 人が一堂に介し、今年の抱負を
語り合い交流を深めました。また、昨年の大震災
からの復旧復興への誓いを新たにするとともに、
経済の好転と守谷市の発展を祈念しました。

抱抱 負を語り合う
賀詞交歓会（1月 11日）

広報もりや 2012.2.1023



24

申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

守 谷 市 役 所

発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

携帯電話から市の情報を入手できます

◆主な内容◆

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

・もりやクリーンカレンダー
・子育てカレンダー
・図書館蔵書検索
・バスおよび鉄道時刻表
・スポーツ施設予約
・緊急診療案内

〒 302-0198　守谷市大柏 950-1
0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
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２月の納期

３月のし尿収集日

・固定資産税・都市計画税…４期
・・国民健康保険税………８期
・後期高齢者医療保険料…８期
・・介護保険料……………６期

１ ２ ５
７ ８ ９
11 12 13
15 16 ―
19 20 ―
21 22 ―

平成 24年１月 25日現在

世　帯 23,513戸 （＋26戸）
人　口 62,875人 （＋18人）
　男　 31,836人 （＋18人）
　女　 31,039人 （± 0人）
昨年同月人口　　 62,481人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

　「もう使うことはないけれど、粗大ごみとして出してしまうには
“もったいない ”」「比較的新しいから誰かもらってくれないかな…」
そのような誰かにあげたい、もらって欲しい、使って欲しい “モノ ”
が、自宅に眠っていませんか？　「粗大ごみで出すことはないけれ
ど、誰かがもらってくれるなら…」そのような品物がありましたら、
ぜひ、生活環境課までご一報ください。
　市では、これまで２回開催し、好評だったリサイクル（リユース）市
「もったいない市」を開催すべく準備中です。現在、粗大ごみの申
込受付の中で、比較的新しく再使用できそうな品物を確認し、提供
いただいています。
　粗大ごみ有料化を前に、増化傾向にある粗大ごみの減量にもつな
がります。自宅の整理にもなり、環境にも優しい「もったいない市」
へのご協力をお願いします。
【受付できないもの】
テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・衣類乾燥機などの家電リサ
イクル法対象品目、故障している電化製品、衣類・布団類、自転車・
オートバイなど
＊「もったいない市」の開催日は、決定次第、広報もりや・市ホー
ムページでお知らせします。

◎粗大ごみの回収について　粗大ごみは、3月 23日㈮ 17:15まで
の申込分（4月 11日回収分）が無料です。有料化に伴う粗大ご
み収集運搬券の取扱店は、決定次第お知らせします。

●問合先　市役所生活環境課　内線 141～ 148
☎ 45-5339（直通）

 ２/20 ～２/24 ３/ 7
 ３/ 5 ～３/ 9 ３/21
３/19・21～３/23 ４/11

～もったいない市　開催に向けて～

再使用できるものありませんか？


